
 

健康を守る 

 

 

 

■ 事業の目的・概要 
ロタウイルスは、乳幼児の重症急性胃腸炎の原因ウイルスの一つで、下痢、嘔吐、発

熱、腹痛などの症状を引き起こし、重症化すると、脱水症状や急性脳症を併発します。

感染力が非常に強く、我が国では死亡者数は少ないものの、小児感染症の主な病原体の

一つです。 

令和２年１月１７日の予防接種法施行令等の一部改正により、定期予防接種になるこ

とから、全国の市区町村がロタウイルス予防接種を令和２年１０月１日から実施するこ

とになります。 

 

■ 開始時期 

  令和２年１０月１日 

 

■ 対象者及び人数 
令和２年８月１日生まれ以降の方  

  令和２年度は、６か月分として３５０人 

 

■ 接種時期及び回数 
生後６週から生後３２週までの間に、２回または３回 

   ※ワクチンの種類（２種類）によって、接種期間及び接種回数が異なる。 

     ワクチンＡ…生後６週から生後２４週の間、２回 

     ワクチンＢ…生後６週から生後３２週の間、３回 

 

■ 方法 
経口投与 

 

■対象乳児１人あたりの公費負担額 

およそ 32,000 円（31,746 円～32,538 円） 

※ワクチンの種類によって異なる。 

 

☆令和２年度予算額 １１，１１２千円【市費】 

予防接種事業  11,112 千円 

 ロタウイルスワクチン予防接種を全額公費負担 

～ 乳児の健康を守る新たな予防接種が令和２年１０月スタート ～ 
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